












































































































































































編

輯

後

記

O
本
誌
に
お
い
て
は
、
昨
年
の
大
会
で
ご
講
演
を
賜

っ
た
橋
本
雅
之
先
生
の
玉
稿
を
賜
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
き
ら
り
と
光
る
論
考
、
書
一
評

の
号
で
す
。
執
筆
者
各
位
に
は
、
厚
く
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

O
秘
か
に
秘
か
に
、
心
あ
る
人
び
と
に
よ
っ
て
歌
わ

れ
て
い
る
歌
が
あ
る
。

「
商
業
学
会
、
こ

l
わ
い

と
こ
ろ
・
研
究
発
表
す
り
ゃ
怒
鳴
ら
れ
る
。
投

稿
す
り
ゃ
落
さ
れ
る
。
旅
行
に
行
け
ば
、
朝
ま
で

説
教
、
あ
あ
こ
り
ゃ
こ
り
ゃ
」
。
こ
の
学
会
は
、

旧
態
依
然
、
親
方
、
子
方
の
世
界
だ
。
編
梢
長
の

私
と
て
、
枕
を
濡
ら
す

H
が
多
い
|
|。

O
が
、
し
か
し
。
そ
の
前
近
代
的
な
濃
密
な
人
間
関

係
こ
そ
が
、
研
究
の
高
い
水
準
を
保
っ
て
き
た
の

も
事
実
だ
。
と
に
か
く
「
容
赦
が
な
い
」
「
口
う

る
さ
い
」
の
だ
。
で
も
、
そ
う
い
う
場
が
、
一
つ

く
ら
い
あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
、
思
う

よ
う
に
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
納
得
は
し
て
い

な
い
ー
ー
ー
。

O
が
、
し
か
し
。
厳
し
さ
を
誇
る
わ
が
学
会
も
、
転

機
を
迎
え
て
い
る
こ
と
は
事
実
だ
。
編
輯
子
な
ど
、

「
あ
り
や
、
万
葉
学
の
ち
ん
と
ん
屋
」
だ
と
、
か

つ
て
は
い
わ
れ
た
も
の
だ
が
、
今
は
偉
そ
う
に
し

て
い
る
。
編
輯
長
さ
ま
で
は
な
い
か
。

O
若
き
万
葉
学
徒
た
ち
よ
。
口
う
る
さ
い
お
じ
さ
ん

た
ち
の
顔
を
見
に
、
奈
良
大
学
に
結
集
せ
よ
(
十

月
八
日

1
十
日
)
。
今
の
う
ち
だ
。

(
上
野
誠
)

。

お

願

い

O

l

論
文
の
投
稿
、
書
籍

・
論
文
の
御
寄
贈
は
、
学

会
本
部
あ
て
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

2

年
会
費
の
納
入
お
よ
び
入
会
申
込
み
は
、
そ
の

む
ね
を
明
記
の
う
え
会
費
を
郵
便
振
替
で
「

0
0

九

O
O

七
二
九
一
四
七
市
内
葉
学
会
」
あ
て

に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

3

住
所
変
更
・
改
姓
等
の
届
出
、
本
誌
既
刊
号
の

購
入
等
は
、
清
文
堂
出
版
内
高
築
学
会
事
務
室

あ
て
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

投

稿

規

程

て
投
稿
資
格
は
、
会
員
に
限
る
。

一
、
内
容
は
、
市
内
葉
集
と
そ
れ
に
関
連
す
る
各
分
野

の
研
究
論
文
と
す
る
。

て
分
量
は
、
原
則
と
し
て
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙

四
十
枚
程
度
(
た
だ
し
「
黄
葉
片
身
」
欄
は
十
枚

以
内
)
と
す
る
。

て
投
稿
に
際
し
て
は
、
原
稿
四
部

(
コ
ピ

l
可
)

を
学
会
本
部
宛
に
送
る
こ
と
。
た
だ
し
、
原
稿
は

返
却
し
な
い
。

て
ワ
ー
プ
ロ
原
稿
の
場
合
は
、
字
詰
め

・
行
数
及

び
四
育
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
換
算
し
た
枚
数
を
明

記
す
る
こ
と
。
論
文
採
用
の
場
合
に
は
、
テ
キ
ス

ト
フ
ァ
イ
ル
の
提
出
を
お
願
い
す
る

一
、
採
否
決
定
は
、
編
輯
委
員
会
に

一
任
の
こ
と
。

一
、
論
文
掲
載
の
場
合
は
、
本
誌
十
部
を
贈
呈
す
る
。

た
だ
し
、
余
分
に
入
用
の
時
は
、
あ
ら
か
じ
め
申

し
出
が
あ
れ
ば
実
費
で
こ
れ
に
応
ず
る
。

一
、
掲
載
さ
れ
た
論
文
等
の
著
作
権
は
、
執
筆
者
に

帰
属
す
る
。
た
だ
し
、
本
誌
「
商
業
」
の
再
版
、

電
子
化
公
開
等
に
つ
い
て
は
、
執
筆
者
の
許
可
を

得
な
い
で
学
会
が
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す

る
。
市
内
葉
山
子
会
会
則

一
、
本
会
は
、
高
葉
学
会
と
称
す
る
。

一
、
本
会
は
、
商
業
集
と
そ
れ
に
関
連
す
る
各
分
野

の
研
究
を
目
的
と
す
る
。

一
、
市
内
業
研
究
者

・
愛
好
者
は
誰
で
も
申
込
み
に
よ

っ
て
会
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
、
会
員
の
研
究
発
表
機
関
誌
と
し
て
「
高
架
」
を

編
輯
・
発
行
す
る
。

て

本

会

は
、
年

一
回
、
公
開
講
演
会

・
研
究
発
表

会

・
臨
地
調
査
研
究
を
中
心
と
す
る
全
国
大
会
を

行
い
、
表
彰
制
度
を
設
け
る
な
ど
、
随
時
、
円
的

に
沿
う
事
業
を
行
う
。

て

会

員

は

、

年

額

四
千
円
の
会
費

(
誌
代
を
含

む
)
を
年
度
初
め
(
四
月
)
に
納
入
す
る
。

一
、
本
会
の
本
部
を

大
阪
府
吹
田
市
山
手
町
三
丁
目
三
番
三
五
号

関
西
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
専
修
合
同

研
究
室
内
(
郵
便
番
号
五
六
四
|
八
六
八

O
)
 

に
置
く
。

一
、
本
会
の
運
営
及
び
機
関
誌
の
編
絹
発
行
は
編

輯
委
員
会
に
お
い
て
行
う
。

て
本
会
に
代
表
を
置
く
。
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頒
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一
、

0
0
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送

料

六

O
円

札
制
側
吹
田
市
山
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三
丁
目
三
香
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学
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発
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高
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信
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振
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M
M
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